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はじめに 

 

「WordPress テーマ徹底比較 - 自分に合うテーマの選び方」をダウンロードいただき、ありがとうござ

います。 

 

本書は、WordPress テーマを選ぶ際の「あなたに適したテーマの選び方」について詳しく解説していま

す。WordPress テーマ選びは、WordPress でサイトを運営していくにあたり大変重要ですので、失敗し

ないようにしっかり学んでください。 

 

現在、Web サイトの約 40％が WordPress を使用していると言われています。サイトをブラウザで管理・

運営する CMS（コンテンツ・マネジメント・システム）市場で、約 65％のシェアを誇る、最も人気の

CMS です。 

 

WordPress はもはや、Web サイト制作のスタンダードといっても過言ではないでしょう。 

 

さて、そんな WordPress ですが、無料・有料のテーマが無数にあります。公式サイトに掲載されている

無料テーマだけでも、なんと約 8,800 個。これだけのテーマの中から、なんの基準も持たないまま自分に

合ったテーマを選ぶのは「至難の業」だと言えるでしょう。 

 

そこで本書では、 

 

⚫ テーマがどのように分類できるのか知ってもらう 

⚫ 自分にあったテーマを自分で判断できるようになってもらう 

 

ことを目的に、初心者でも分かりやすいように解説しています。 

 

WordPress テーマ選びが初めての方や、人気テーマの特徴を知りたい方は、ぜひ本書を読み進めてくだ

さい。きっと、あなたに適した WordPress テーマの選び方が明確になると思います。 
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1. WordPress テーマを比較してみよう 

この章では、人気の国産 WordPress テーマを比較し、各テーマの特徴をわかりやすく解説します。 

 

WordPress は、全世界で使われている人気の CMS です。海外で開発されたテーマの中には、国産テーマ

にはないオシャレでカッコいいテーマもあり、選択する際に目移りするでしょう。 

 

しかし、海外産テーマは日本語対応されておらず、思いどおりのデザインにならなかったり、管理がしづ

らかったりする問題があります。ですから、日本語の Web サイトを作るときは、国産のテーマをおすす

めします。 

 

とはいえ、国産テーマだけでも多種多様なものがあり、どれを選んだらいいのか迷う方が少なくないでし

ょう。 

 

テーマには機能による違いがあり、用途によって使い分ける必要があります。そこで、国産テーマの中で

も特に人気のテーマを選んで、様々な項目で比較してみました。それが、次の表です。 

 

▼ WordPress テーマ比較表 

項目 New Standard テーマ A テーマ B テーマ C 

分類 事業向け多用途型 特定業種型 
ブログ・ 

メディア特化型 

ブログ・ 

メディア特化型 

カスタマイズ性 ◎ △ ◯ ◯ 

レスポンシブ ◎ ◎ ◎ ◎ 

CTA ◎ ◎ × ◯ 

ランキング × △ ◎ × 

LP 作成 ◎ ◯ ◯ ◎ 

フォトギャラリー △ ◯ △ △ 

サポート ◎ △ × ◯ 

お試し期間 ◎ × × × 

価格 29,700 円〜 7,980 円〜 14,800 円 11,000 円 

 

 



 Copyright © ninoya Inc, all rights reserved p. 4 

無断複製及び配布を禁じます 

 

項目 テーマ D テーマ E テーマ F テーマ G 

分類 事業向け多用途型 事業向け多用途型 事業向け多用途型 事業向け多用途型 

カスタマイズ性 ◎ △ ◎ ◯ 

レスポンシブ ◎ ◎ ◎ ◎ 

CTA ◯ ◎ ◎ ◎ 

ランキング × × × × 

LP 作成 ◯ ◎ ◎ ◯ 

フォトギャラリー △ × △ △ 

サポート ◯ × ◯ ◯ 

お試し期間 × × × × 

価格 17,600 円 無料 27,800 円 9,900 円（1 年間） 

 

▼項目の補足説明 

・分類：特定業種型……特定の業種（ホテル、美容院など）に特化したテーマ 

    ブログ・メディア特化型……個人ブログや情報サイトに特化したテーマ 

    事業向け多用途型……ビジネスサイト一般に使える汎用性のあるテーマ 

・カスタマイズ性：トップページのデザインを自分でカスタマイズできるか 

・レスポンシブ：スマートフォンやタブレット等で見たときに、それぞれに合ったレイアウトに変化するか 

・CTA：簡単操作で記事内に CTA（コール・トゥ・アクション）が設置できるか 

・ランキング：ランキング形式の紹介文が作成できる機能があるか 

・LP 作成：簡単操作で 1 カラムのランディングページ（LP）が作成できるか 

・フォトギャラリー：フォトギャラリー機能が付いているか 

・サポート：購入後、サポートが受けられるか（メール、フォーラム等） 

 

Web 集客コンサルタントの株式会社 ninoya が開発した「New Standard」の詳細については、こちらも

合わせてご覧ください。 

 

》主な特徴（https://newstd.net/feature） 

 

 

https://newstd.net/feature
https://newstd.net/feature
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表を見ていただくと、テーマによって得意・不得意な機能があることがご理解いただけたと思います。特

に、特定業種型なのか、ブログ・メディア特化型なのか、事業向け多用途型なのかで、大きな違いがあり

ます。 

 

事業用サイトを運営したい場合は、事業向け多用途型テーマを選ぶことをおすすめします。単に「デザイ

ンが好みだ」という理由だけで、ブログ・メディア特化型のテーマを選んでしまうと、トップページのカ

スタマイズが簡単にできない等、事業用サイトとして使えない場合があるのでご注意ください。 

 

さて、テーマによってなぜこんなに違いがあるのでしょうか。それは、テーマの開発者によって得意な機

能や不得意な機能があるからです。開発者を大きく分けると、以下の 3 つに分類できます。 

 

⚫ Web デザイン会社が開発したテーマ（おしゃれなテーマが多い） 

⚫ ブロガーが開発したテーマ（SEO やアフィリエイトに強いテーマが多い） 

⚫ Web マーケティング会社が開発したテーマ（集客力があるテーマが多い） 

 

Web サイトは、それぞれに目的があるので、その目的に応じた機能を有したテーマを選ぶべきです。ま

た、そのテーマの開発者の得意分野を知ることで、テーマの機能性を推測することができます。 

 

「WordPress に慣れるまでは無料テーマを使って、慣れてから有料テーマに乗り換えよう」と思う方も

いるかも知れません。しかし、テーマを変えるということは、Web サイトを一からカスタマイズし直す

ということであり、かなりの労力がかかります。無料テーマを運用していた期間や、テーマ乗り換えにか

かった労力が無駄になってしまうリスクもあります。 

 

テーマの乗り換えは、思う以上に負担がかかるので、一度決めたテーマを安易に変えないことをおすすめ

します。なお、ほとんどの有料テーマは購入後の返品ができません。 

 

テーマ選びに失敗しないためにも、購入前に機能やデモサイト、事例などをしっかり調べて選ぶようにし

ましょう。大切なのは以下のふたつです。 

 

⚫ 最初から、目的に合ったテーマをきっちり選ぶこと 

⚫ ちゃんと使いこなせて、長く継続利用できるテーマを選ぶこと 
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2. WordPress テーマの分類 

この章では、WordPress テーマを「料金」と「利用目的」の面から解説します。 

 

WordPress テーマには、無料のものと有料のものがあります。理由は後述しますが、企業用やビジネス

用サイトには有料テーマをご利用いただくほうがよいでしょう。 

 

また、利用目的に合ったテーマを選ぶことも大切です。利用目的に合わないテーマを選んでしまうと、必

要な機能が使えず、思ったとおりのサイト作成ができなくなります。 

 

2-1.料金による違い 

まずは、料金による違いから詳しく解説します。 

 

WordPress テーマには、無料テーマと有料テーマがあります。コストだけを考えると、当然無料テ

ーマが有利になるのですが、それぞれにメリット・デメリットがありますので、両者の特徴をよく理

解してからテーマ選びをおこないましょう。 

 

2-1-1.無料テーマの特徴 

無料テーマは、文字どおり「無料」で使える WordPress テーマです。無料テーマは、企業が開発したも

のだけでなく、個人やフリーランスが開発したものも多数存在します。 

 

■メリット 

メリットはなんといっても「無料」で使えること。後から課金される心配がなく、完全無料で使い続けら

れます。WordPress 公式テーマは、すべて無料で使えます。 

 

ただし、テーマ自体は無料であっても、カスタマイズしたいときに利用するプラグインは有料であるケー

スもあります 。 

 

■デメリット 

デメリットは、サポートが期待できないことです。中には、開発者の善意でフォーラムが設けられたり、

頻繁にアップデートしていたりするものもあります。しかし、多くの場合サポートがなく、アップデート

も頻繁におこなっていないのが現状です。 
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カスタマイズもすべて自己責任ですので、万が一、カスタマイズに失敗してレイアウトが崩れた場合は自

分で解決するしかありません。(一部、有償でカスタマイズしてくれる開発者もいます) 

 

■こんな方におすすめ 

個人利用でブログとして運営する方。カスタマイズをせずに、テーマの標準機能だけを使う方。または、

PHP や HTML、CSS などの知識があり、自力でカスタマイズができる方。 

 

2-1-2.有料テーマの特徴 

つづいて、企業や個人、フリーランスが開発した「有料テーマ」について解説しましょう。有料テーマは

ブログ・メディア特化型はもちろん、特定業種型や事業向け多用途型テーマが多く提供されていて、機能

が豊富なのが特徴です。 

 

無料テーマはブログ使用を前提としたデザインが多いのに対し、有料テーマはビジネス用途として使え

る事業用テーマが多く提供されています。 

 

■メリット 

無料テーマよりもデザインが洗練されていたり、機能が豊富に装備されていたりするのがメリットです。

機能を拡張するためのプラグインを入れなくても、テーマに装備されている機能だけでサイト運営がで

きるテーマも多く存在します。 

 

事業用サイトとしてデザインされているものが多いので、ビジネス用として使えます。また、カスタマイ

ズ機能に優れたテーマが多く、利用目的に合った Web サイトを作ることができます。 

 

■デメリット 

当然のことですが、費用がかかります。そのため、利用目的に合わないテーマを選んでしまうと、かけた

費用が無駄になることも。有料テーマは、購入後に返品できないものがほとんどなので、購入前にしっか

り吟味して選ぶか、お試し利用期間があるものを選びましょう。 

 

また、有料とはいえ、購入後のサポートが十分でないテーマもあります。マニュアルは完備していても、

個別の対応やサポートをしていない場合もあります。ですから、サポート体制がどの程度のものなのか、

購入前に調べることが大切です。 
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■こんな方におすすめ 

ビジネス目的でサイト運営をしたい方。高機能なテーマを使いたい方。アフィリエイト目的でサイトを運

営したい方。 

 

2-2.利用目的による違い 

つづいて、利用目的によるテーマの違いを見てみましょう。利用目的とは「ブログとして使う」「情報メ

ディアとして使う」「コーポレートサイトなど、事業用のサイトとして使う」等のことです。 

 

WordPress テーマは、開発者が持つポリシーやノウハウを詰め込んで作られています。そのため、おの

ずとテーマごとに「適した利用目的」ができるのです。その目的に応じて、以下の 3 つに大別できます。 

 

⚫ ブログ・メディア特化型テーマ 

⚫ 特定業種型テーマ 

⚫ 事業向け多用途型テーマ 

 

では、それぞれの特徴を見ていきましょう。 

 

2-2-1.ブログ・メディア特化型テーマの特徴 

ブログ・メディア特化型テーマは、主にブログや情報メディア（オウンドメディア）に利用されます。企

業サイトのようなトップページを構築するのではなく、最新記事の一覧が並んだ、ブログ型のメディアに

最適化されたテーマです。 

 

■メリット 

無料のブログ用テーマに比べ、デザインが洗練されたおしゃれなテーマが多くあります。記事を書きやす

いように、文字装飾機能（デザインパーツ）が豊富に用意されているのが特徴で、カラフルで見栄えの良

い記事ページを作ることができます。 

 

アフィリエイトしやすい仕組みが整っているのも、特徴のひとつです。アフィリエイトサイトで定番とな

っている、ランキング紹介機能や広告掲載機能が装備されているテーマもあります。 
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■デメリット 

ブログ・メディア特化型テーマは、事業用サイトに向いていません。トップページをビジネス用にカスタ

マイズできる機能や、ランディングページ（LP）作成機能、ショッピングカート機能、フォーム作成機

能など、ビジネスサイトで必要な機能が備わっていないテーマがほとんどです。 

 

■こんな方におすすめ 

個人ブロガーやアフィリエイター。企業でオウンドメディアを運営する方。 

 

2-2-2.特定業種型テーマの特徴 

もしあなたが、ビジネスに使う事業用テーマをお探しでしたら、ブログやメディア向けのテーマではな

く、事業用の機能が充実しているテーマを選ぶべきです。 

 

事業用のテーマは、特定業種型と多用途型のふたつに大別できます。最初にご紹介する「特定業種型テー

マ」は、旅館・スポーツジム・飲食店・美容室・士業など、特定の業種に最適化されて作られた事業用の

テーマです。 

 

■メリット 

業種別に最適化されたデザインで、事業に必要なコンテンツが作りやすいように設計されています。特定

業種に必要なコンテンツやデザインがあらかじめ用意されているので、テンプレートに当てはめていく

だけで、センスの良い事業用サイトが作れます。 

 

■デメリット 

特定業種型テーマの短所は、その業種以外の事業には使いづらいところです。標準のデザインがきっちり

決められているため、アレンジしづらい面もあります。複数の仕事で使いたい方や、事業内容を微調整、

あるいは方向修正する可能性がある場合は、特定業種型テーマは向いていないでしょう。 

 

■こんな方におすすめ 

特定業種向けテーマと、自分のおこなっている業種が一致する方。事業転換がなく、単一の事業で使う

方。自分でカスタマイズするのが面倒な方。 
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2-2-3.事業向け多用途型テーマの特徴 

つづいて、事業向け多用途型テーマをご紹介します。こちらも事業用のテーマですが、汎用性があり、ど

の業種でも使える多用途型になります。 

 

■メリット 

業種に関わらず、事業用サイトを作りやすいのが最大のメリットです。トップページをはじめ、さまざま

なページのカスタマイズがしやすく、カスタムメイドのような気安さでサイトづくりができます。まさ

に、オールラウンドで使える事業用テーマと言えるでしょう。 

 

さらに、LP（ランディング・ページ）や CTA（コール・トゥー・アクション）作成機能が充実していた

り、おすすめ商品を紹介しやすい仕組みが用意されていたり、ショッピングカートとの連携機能があった

りと、ビジネスサイトとして必要な機能を備えているのも大きな特徴です。 

 

■デメリット 

カスタマイズ性に富んでいるのがメリットですが、その反面、カスタマイズのために覚えることが多いの

がデメリットです。テーマによっては、HTML や PHP の知識やスキルが必要な場合もあるので、初心者

には、操作がシンプルでテクニカルサポートが付いているテーマをおすすめします。 

 

■こんな方におすすめ 

自分でホームページのデザインを調整して、事業にフィットさせたい方。事業内容を微調整、あるいは方

向転換する可能性がある方。 

 

3. 【New Standard レビュー】他のテーマと何が違う？ 

New Standard と他のテーマを併用されているお客さまに「New Standard と比べた違い」についてご寄

稿いただきました。ここでご紹介する WordPress テーマに、優劣はありません。「目的によって選ぶべき

テーマが異なる」という点に注目して、用途に合ったテーマ選びの参考にご覧ください。 

 

3-1.【事例 1】特定業種型テーマ A との違い 

「New Standard」とデザイン性が高いと評判の「テーマ A」の両方をお使いのお客様に率直な感想をご

寄稿いただきましたので、ご紹介します。 
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3-1-1. かっこよくてオシャレなテーマ A 

私は都内で Web デザインをしているフリーランスです。現在、ほとんどのサイト制作で WordPress を

活用しています。 

 

WordPress テーマは、始めからオリジナルで作ることもあります。ですが「コストを抑えてカッコいい

デザインを」というクライアントが多く、市販のテーマを転用して作ることもあります。 

 

私が今までよく使ってきたのが、テーマ A。「かっこよくてオシャレなテーマ」として有名です。テーマ

A を使うと、あっという間に洗練された WordPress サイトが作れます。ただ、テーマ A はカスタマイズ

できる範囲が限られているのです。 

 

そこで、他に良いテーマがないか探したところ、New Standard を見つけました。試しに使ってみたら、

カスタマイズがしやすいし使いやすい。そしてデザインがシンプル。今までテーマ A ばっかり使ってき

たけど、今は New Standard もよく使っています。 

 

3-1-2.カスタマイズしやすい New Standard 

テーマ A は、デザインが優れています。すごくオシャレで、サンプルサイトを見るとウットリするほど

です。とても緻密に設計されていて、デザインのとおりにコンテンツを当てはめていけば、なんの問題も

なくオシャレなサイトが作れます。 

 

でも、ピタッと当てはめるのが結構難しいんですよね。「コンテンツに応じてデザインを作っていく」と

いうより「デザインにコンテンツを当てはめていく」という作り方になってるんです。 

 

たとえば、スライダー画像。3 枚までしか登録できません。お客様から「スライダー画像を 5 枚にして欲

しい」と言われたとしても、簡単には対応できないんです。 

 

一方、New Standard はテーマ A とは設計の考え方が真逆だと思います。基本のデザインは、フレームと

して提供している。そこから自由にカスタマイズして、独自のサイトを作り上げていく、という感じで

す。だから、カスタマイズが簡単で柔軟性があります。 

 

たとえば、フロントページの設定。スライダー設定は、New Standard では「キービジュアル」と呼んで

います。スライダーを「表示する・表示しない」の設定だけでなく、キービジュアル（スライダー画像）

を増やしたり減らしたりすることも簡単にできます。 



 Copyright © ninoya Inc, all rights reserved p. 12 

無断複製及び配布を禁じます 

 

 

他にも「フレキシブルブロック」という項目で、コンテンツの一覧やニュースなどから自由に選んで表示

できます。カラム数も任意に決められます。 

 

 

基本フレームとして用意された型があるのですが、その中で自由にカスタマイズできるのが New 

Standard の長所ですね。ソースコードをいじることも、プラグインに頼ることも不要。New Standard の

機能だけで高度なカスタマイズが簡単にできるので、作業がすごくはかどります。 
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3-1-3.企業用サイトに適したテーマ選ぶ際の注意点 

テーマ A は、特定業種向けテーマを約 80 種類も展開しています。それぞれにターゲットとしている業種

があって、たとえば「旅館、クリニック、美容室、サロン」等に合わせたデザインがあります。 

 

それぞれ、とてもオシャレです。特にフロントページはヒーローヘッダーを使ったり、カッコいいビジュ

アルを使ったりして、すごく魅力的です。写真や動画を大きく見せているものもあり、第一印象で「すご

い！」と感じます。インパクトを狙いたいサイトにおすすめですね。 

 

ただ、特定業種向けのテーマが、必ずしも一般企業に当てはまるとは限りません。違和感があるデザイン

になるケースや、コンテンツが合わないケースも出てきます。いざ一般企業の Web サイトを作り始める

と、オシャレな写真が用意できずに中途半端な仕上がりになることも……。 

 

一般的な企業の Web サイトにテーマ A を使う場合、合わない（合わせられない）ものもあるので、その

点は留意して使ったほうがいいです。 

 

一方、New Standard のテーマは 1 種類です。テーマ A のように、複数のデザイン展開はしていません。

ですが、この１つのテーマでどんな業種の Web サイトも作れるように設計されています。 

 

フロントページのデザインも、今までお話ししてきたように自在にカスタマイズできます。企業サイトで

必要だろうという機能も、網羅されています。例をあげてみましょう。 

 

⚫ カテゴリごとに CTA を設置できる 

⚫ FAQ ページを作れる 

⚫ 商品一覧ページを作れる 

⚫ BASE カートと連動でき、物販サイトを作れる 

⚫ ランディングページを作れる 

 

ひとくくりに「企業」と言っても、会社が変われば特徴や内実は多種多様です。コーポレートサイト用の

テーマをお探しでしたら、会社の特色に合わせてアレンジできるカスタマイズ性や、事業用機能の豊富さ

に注目していただくとよいでしょう。 
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3-1-4.更新しやすいテーマを選ぼう 

ここまで、テーマ A と New Standard について比較してきました。もう一度お伝えしたいのは、やはり

「カスタマイズ性」と「汎用性」のことですね。これは、私のような Web デザイナーにとって非常に重

要な特徴です。 

 

と言うのも、WordPress で Web サイトを構築したあとは、更新作業はクライアント様がします。New 

Standard なら HTML や CSS を知らなくてもサクサクとカスタマイズできるので、専門知識がないクラ

イアント様でも簡単に更新できるんです。 

 

自社で更新作業をおこなうなら、クチコミやお試し体験を活用して、できるだけ更新しやすそうなテーマ

を見つけ出してください。 

 

3-1-5.事業用テーマは、販売会社のサポート力も大事 

WordPress のテーマって、テーマファイルだけを売ってますよね。でも、New Standard の場合はちょっ

と違っていて、6 パターンの販売方法が用意されています。例えば「はじめてセット」というのがあって、

New Standard テーマに加えて以下がセットになっています。 

 

⚫ ドメインの取得 

⚫ サーバの取得 

⚫ WordPress のインストール 

⚫ New Standard のインストール 

⚫ テクニカルサポート初月無料 

出典：New Standard はじめてセット 

 

他にも、ロゴやキービジュアルを作ってくれるセットもあります。ネットや WordPress に詳しくない人、

画像加工ができない企業担当者でも、Web サイトが作れるようにサポートしているんですね。 

 

こんな販売方法をとっている WordPress テーマって、あまり聞かないです。テクニカルサポートが初月

無料というのは「お守り」のようにも感じられ、WordPress 初心者だけでなく、中級者にも心強いでし

ょうね。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

https://newstd.net/items/ns3hajimete
https://newstd.net/trial
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3-2.【事例 2】ブログ・メディア特化型テーマ B との違い 

フリーランスの方から「New Standard は、ポートフォリオサイトとして利用可能ですか？」とお問い合

わせをいただくことがあります。答えは、以下の記事でもご紹介しているとおり「YES」です。 

 

》ポートフォリオにおすすめの WordPress テーマ 

 

本章では、フリーランスとして活躍中の Web ライターさんの事例を紹介します。ポートフォリオサイト

を制作する際に検討した WordPress テーマ B と「New Standard」について、感想をご寄稿いただきま

した。 

 

3-2-1.機能が多すぎて使いこなせず、テーマ乗り換え 

私はフリーランスの Web ライターとして、主にクラウドソーシングを活用して仕事を受注しています。

そのため、私自身のポートフォリオサイトは所有しておらず、クラウドソーシングがポートフォリオを兼

ねている状況です。 

 

しかし、Web ライターとして 5 年目のキャリアを歩む中、クラウドソーシング以外のお客様から依頼が

増えており、自身のポートフォリオサイトの必要性を実感しました。そこで、本腰を入れてポートフォリ

オに使える WordPress テーマ選びをスタートしました。 

 

さまざまな WordPress テーマを模索した中で、最初に選択したのがテーマ B です。ブロガーに人気のテ

ーマで、基本のデザインパターンは約 50 種類。かわいい吹き出しやボックスなど、100 種類を超える機

能が実装されています。HTML や CSS の専門知識が要らないところにも魅力を感じました。 

 

ですが、半年ほど運用してみたところ、時々更新する程度の私には機能が多すぎて覚えきれず、更新する

たびに「どうやるんだったかな？」と悩む始末。それで、再び WordPress テーマを模索し始めたのです。 

 

使える機能はもっとシンプルに整理されていて、ライターという職業柄、執筆に集中できるテーマが良い

と考えました。そして、最終的に選んだのが「New Standard」です。 

 

試しに使ってみたところ、トップページのカスタマイズが簡単にできて、見た目もシンプル。最小限必要

な記事の装飾がまとめられているから、執筆に集中できました。 

 

https://newstd.net/choice/14255
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3-2-2.デザインパターンが豊富なテーマ B、シンプルな New Standard 

テーマ B のトップページは 12 色のカラーセットと 4 種類のデザインパターンが用意されていて、約 50

種の中から好きなものを選べます。購入時は華やかなブロガー向けのテーマに強く惹かれたのですが、実

際に使ってみると、デザインパターンが多く、トップページづくりが難航しました。 

 

どれを選んで良いかわからない状態となり、イメージしていたビジネスっぽいトップページにしようと

試行錯誤を繰り返す毎日でした。ブロガーにとってはデザインの豊富さは魅力的だと思いますが、Web

ライターの私には向いていなかったのかもしれません。 

 

一方、New Standard はデザインがとても美しく、シンプルにまとまっていて私の希望どおりのポートフ

ォリオサイトに仕上がりました。 

 

 

サイト全体の配色は 8 種類から好きなものを選べて、カンタン操作で自分色に染められます。どの配色

も彩度が低く落ち着いた色味なので、まさにポートフォリオサイト向きだと実感しました。 
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3-2-3.自分で運営するなら、カスタマイズのしやすさが大事 

テーマ B はトップページにも「おすすめ記事一覧」を挿入できたり、「ヘッダーカード」といって読者に

訴求したい記事へのリンクを画像付きで表示できたりと、機能が豊富です。その一方で、機能が多い分、

どこを操作すれば良いのかすぐに把握できず、慣れが必要だと感じました。 

 

ブロガーのように毎日更新するなら、すぐに慣れるのでしょうが、私のようにたまに更新する程度だと、

忘れてしまい、なかなか……。 

 

一方、New Standard をインストールした私が、最初に感動したのがカスタマイズのしやすさです。 

 

たとえば、トップページにキービジュアル（スライダー画像）を設定したい場合は「テーマ設定」から「フ

ロントページ」をクリックして「キービジュアル表示」の「表示する」をクリック。あとは設定したい画

像を追加するだけです。 

 

 

スライドする画像の表示時間も、0〜12 秒の間で任意に設定可能です。スライドショーがいとも簡単に設

定でき、初心者には本当にありがたいです。 

 

そのほかにも、次の画像のようにサイトトップページにポートフォリオサイトで必要な「NEWS」や「サ

ービス」を簡単に設置できます。 
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New Standard は、初心者でも直感的に操作可能なのが気に入っています。 

 

ちなみに、トップページをさらに柔軟にカスタマイズしたい場合は、New Standard の「フレキシブルペ

ージ」機能を活用すると便利でした。 

 

3-2-4.ライターには、執筆に集中できるテーマがおすすめ 

テーマ B は、ブロガーにおすすめのテーマなので、記事を彩るデザインパーツが豊富です。吹き出しの

種類も豊富ですし、ボタンの種類もシンプルなものからキラキラと光るものまでたくさん備わっていま

す。 

 

記事の内容をわかりやすく訴求する意味では、デザインパーツは重要です。一方で、ポートフォリオサイ

トをイメージしている私にとっては、たくさんの種類は必要ないことが実際に使ってみてわかりました。

記事の編集画面がデザインパーツでごちゃごちゃとしてしまうと、執筆に集中できないんです。 

 

New Standard は「機能が豊富」とは言えませんが、良い意味でミニマル。だから、装飾に気を取られず

に執筆に集中できます。私はこういった観点から、最終的に New Standard で落ち着いています。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

 

https://newstd.net/user_manual/frontpage
https://newstd.net/user_manual/frontpage
https://newstd.net/trial
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3-3.【事例 3】ブログ・メディア特化型テーマ C との違い 

WordPress テーマ C は、公式ページによると、これまで 20,000 人以上のユーザーに使われた「ブロガー

専用テーマ」とのこと。ポップなデザインで、ブログ記事を装飾するための多彩な吹き出しやマーカー機

能、ボタン、ボックスなどが完備されています。 

 

テーマ C と事業向けテーマ「New Standard」をご利用の方に、両者の感想をご寄稿いただきましたので、

ご紹介しましょう。 

 

3-3-1.目的が違うと、デザインもまったく違う 

私は普段、フリーランスの Web ライターをしているのですが、本業とは別にブロガーとしても活動して

います。そのため、ブログサイトはテーマ C で構築し、ライター用のポートフォリオサイトは事業用テ

ーマ「New Standard」を使用しています。 

 

テーマ C は、ブロガー専用テーマで「誰が使っても美しいデザイン」をコンセプトに開発されています。

全体の印象もブロガー向けなので、ポップで可愛らしいデザインが採用され、ブログやアフィリエイトに

力を入れたい方におすすめです。 

 

テーマ C のトップページのデフォルトデザインは、記事一覧がカード表示されます。当然ですが記事を

主軸とした設計であり、トップページから瞬時に新着記事を読みにいけます。 

 

一方、テーマ C と真逆のデザインを採用しているのが事業用 WordPress テーマの「New Standard」で

す。事業用というだけあり、個人事業主から中小企業までさまざまな業種・業態に対応した洗練されたデ

ザインが特徴です。 

 

New Standard はトップページのカスタマイズ性が高く、しかもシンプルなので、ライターのポートフォ

リオサイトに適していると思います。清潔感や誠実さなど、ビジネス用サイトに必要な要素が揃っていま

す。 
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サイト全体の配色は、合計 8 種類の中から好きなものを選べます。テーマ C と同様に、ヘッダー・メニ

ュー・ラベル・見出し・ボタンなど、パーツごとに配色を変更することも可能です。 

 

 

3-3-2.目的が違うと、必要な記事装飾もまったく違う 

テーマ C は、ブロガー専用 WordPress テーマなので、記事を彩るボックス・ボタン・吹き出し・アイコ

ン・関連記事など、さまざまな装飾が可能です。もちろん HTML や CSS などの専門知識は一切要りませ

ん。ここは、テーマ C の大きな魅力だと感じています。 
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一方、New Standard の記事装飾は、事業用とうたっているだけあり最小限です。エディタにデザインパ

ーツがわかりやすく配置されていて、ワンクリックで記事に挿入できます。HTML や CSS の専門知識は、

一切要りません。 

 

 

そのテーマでどんなサイトを作るかによって、記事装飾の機能は多い方がいいのか最小限でいいのか、変

わってくると思います。ブログであれば、いろいろと記事装飾をしたくなりますが、ポートフォリオや企

業サイトだと落ち着いた印象にしたいので、装飾は最小限で十分。 

 

記事装飾の機能についても、サイトの目的に合わせて選ぶのがおすすめです。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

 

3-4.【事例 4】事業向け多用途型テーマ D との違い 

シンプルなテーマとして評判のテーマ D と「New Standard」の違いについて、両方を使ったご経験のあ

るお客様に率直な感想をご寄稿いただきましたので、ご紹介します。 

 

3-4-2.テーマ D はブロックエディタが使いやすい 

私は横浜の社労士事務所で働く事務員です。私自身、HTML や CSS などの知識がほとんどなくて「ほぼ

素人状態」なのですが、そんな私でもウェブサイトを運営できるのが WordPress のすごいところだと思

います。 

https://newstd.net/trial
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ウチの事務所は、2 年前にリニューアルしてから「New Standard」という WordPress テーマを使ってい

ます。事業用に特化されていて使いやすいのですが、テーマ D の評判を聞き、もっと運用がラクになら

ないかと思い、先生に頼んで購入してもらいました。 

 

テーマ D は、Web サイト運営者の間で人気が高まっている有料テーマです。「シンプルなのに、高機能」

というのが売りで、ブロックエディタ（Gutenberg）に完全対応しています。 

 

テーマ D は、ブロックエディタで使える独自のブロックが、すごく充実しています。吹き出しやアコー

ディオン、FAQ（よくある質問）なんかはプラグインを入れなくても使えるのが、ありがたいです。 

 

フルワイドブロックを使うと、画面幅いっぱいの背景を作れます。パララックス（視差効果）の設定も簡

単にできます。これだけで、なんとなくオシャレ感のあるサイトが作れるのがスゴイです。本当に、HTML

や CSS のことを何も知らなくても、直感的に操作できてしまいます。 

 

ただ、実際作り始めると「意外とデザインセンスが必要？」と思うことがしばしばありました。というの

も、テーマ D は、真っ白な画面に自分でパーツを並べて作っていく方法なのです。 

 

パーツはそれぞれ、デザイン的に洗練されています。だけど、私がやるといまいちバランス良くならない

のです。いろんな機能や装飾を詰め込みすぎたのか、統一感のないゴチャゴチャした印象のデザインにな

ってしまいました。 

 

まあこれは、私のセンスがないだけの話かもしれませんが (笑)。「デザインって、全体のバランスが大事

なんだな」と痛感しました。センスに自信がない方は、センスがいい人に手伝ってもらうほうがいいかも

しれません。 

 

3-4-3.New Standard は簡単にサイト構築ができる 

New Standard は、テーマ D のようにブロックエディタに対応した独自ブロックは提供していません。

だから、ブロックエディタの画面はすごくシンプルです。テーマ D のように見栄えの良い機能が使えな

いので、正直ちょっと物足りない感じです。 

 

ただ、トップページをはじめカスタマイズがすごく簡単で、まったくの素人でも容易にウェブサイトの構

築ができます。センスがない私には、シンプルなブロックエディタは長所だと感じました。 
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特にありがたいのが「フレキシブルブロック」ですね。ニュースやコンテンツ一覧、FAQ（よくある質問）

などを自由に作ることができます。 

 

 

New Standard は、デザインフレームが最初から用意されていて、上から順番にカスタマイズしていけば、

ちゃんとしたビジネス向けのサイトデザインが出来上がるようになっています。穴埋め式のテンプレー

トにはめ込みつつ、さらに自在にカスタマイズができる……みたいな感じですね。 

 

全くの初心者やデザインセンスが無い人が作っても、整ったビジネスサイトが作れてしまうのが New 

Standard の良いところです。 

 

3-4-4.New Standard を選んだ理由 

ここまで、テーマ D と New Standard の使い勝手についてレビューしてきましたが、私が運営している

のは「社労士事務所」のビジネスサイトです。だから、ビジネス用のテーマとしてどちらが最適かを検討

することにしました。 

 

テーマ D は、多くのビジネスサイトに使われているみたいですね。ブロックエディタに完全対応した独

自ブロックは、使い勝手が良かったです。 
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でも、前述したようにある程度のセンスが必要だと思います。デザインセンスがない私みたいな者がカス

タマイズすると、いろいろと試行錯誤するからか、すごく時間がかかります。 

 

一方、New Standard はテーマ D ほどブロックエディタでの装飾はできません。でも、私がゼロから作

っても、しっかりとしたビジネスサイトが作れました。 

 

ほどよくカスタマイズできるところも、New Standard の魅力のひとつです。質の良いセミオーダーの服

を作るような感覚、とでも言えばいいでしょうか。もともと企業サイト用として開発されているので、さ

まざまな業種にマッチできるように設計されているのですね。 

 

CTA（コール・トゥ・アクション）や FAQ（よくある質問）ページ、商品一覧ページも簡単に作れました。

企業サイトで必要だろうという機能が、きっちりと網羅されています。集客が目的なら、New Standard

がおすすめ、というのが私の感想です。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

 

3-5.【事例 5】事業向け多用途型テーマ E との違い 

テーマ E は、高品質なのに無料で使えるため、とても注目を浴びているテーマです。そこで、テーマ E

と New Standard の両方をお使いのお客様に、率直な感想をご寄稿いただきました。さっそく、ご紹介

します。 

 

3-5-1.両方とも素晴らしいテーマです 

私は、都内の小さい web 制作会社でデザイナーをしています。お付き合いのある ninoya さんからのご

依頼で、テーマ E と New Standard の比較記事を寄稿することになりました。 

 

弊社の取り扱い案件のほとんどは、中小企業様のコーポレートサイトです。色々なテーマを使用してきま

したが、現在ではテーマ E と New Standard の 2 種類に落ち着きました。 

 

テーマ E は 2 種類のラインナップがあり、サイト型とブログ型に分かれています。弊社の案件はコーポ

レートサイト中心ですので、使用するのは前者のみ。ですから、この記事でも基本的にサイト型のテーマ

E についてお話します。 

 

 

https://newstd.net/trial
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ninoya さんの公式サイトのような、本格的なコーポレートサイトを初心者の方がご自分で作るなら……

という前提で私の考えをお伝えしたいと思います。 

 

結論から申し上げると、WordPress の扱いに慣れた制作者であれば、どちらを使っても最終的に似たサ

イトを作ることができます。ただ、初心者の方が制作する場合や慣れないスタッフによる更新作業を考え

ると状況は少し変わって、これが無料と有料の差なのかなと感じています。 

 

3-5-2.トップページ上部のキービジュアル比較 

トップページ上部に配置するキービジュアルは、最近では多くの企業で採用されています。訪問者のファ

ーストビューで、サイト、ひいては自社への興味を最大化してもらう効果が期待できます。 

 

テーマ E では、キービジュアルに使える画像が１枚のみで、やや物足りません。見る人によっては、画

像が縦に長すぎると受け取られかねない比率も気になります。さらに、画像の上に表示するキャッチコピ

ーとサイト説明文が白抜き文字になるため、選択する画像によっては見にくいのです。 

 

これは「無料テーマの限界」というよりも、テーマ E は「内部をいじってカスタマイズするのが前提」と

言えるテーマだからです。たとえば上記の問題は、プラグインを用いつつ、PHP と呼ばれる内部のプロ

グラムコードを直接書き換えることで解決できます。 

 

ただ、コードの書き換えはサイト自体をおかしくしてしまう可能性もあり、初心者にはオススメできませ

ん。1 枚画像で良ければテーマ E でも問題はありませんが、スライド表現が希望であれば New Standard

のほうが手軽です。 

 

New Standard のキービジュアル設定は、至ってシンプル。方法を説明してもらわなくても、画面を見れ

ば直感的に分かってしまう簡潔さです。「これならできる」と感じる方が多いのではないでしょうか。 

 

3-5-3.トップページ中段のコンテンツ一覧比較 

キービジュアルで訪問者の心を掴んだら、コンテンツページへと誘導していきます。ページの構造や内容

に不慣れな訪問者を、自社コンテンツにストレスなく案内できる導線は、サイト作成では最重要項目のひ

とつです。 
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テーマ E は、トップページにある２つのエリアを使ってコンテンツへ誘導できます。1 つ目が「クローズ

アップ記事」エリアで、2 つ目が「サービス記事」エリア。初心者の方でも簡単に作れるシンプルな構造

になっているので、好感がもてます。 

 

「クローズアップ記事」「サービス記事」ともに内部記事へ誘導する点では同じもので、表現の仕方が違

うだけです。自社の業態にあわせ、活用方法を工夫できます。ただ、これ以上項目を増やすことができせ

ん。 

 

一方、New Standard は、キービジュアと同様にトップページを作る固定ページ内で設定できます。「フ

レキシブルブロック」のところで「ブロックを追加」ボタンをクリックすると、下の画像のように選択肢

があらわれます。 

 

 

フレキシブルブロックでは「ニュース、コンテンツ一覧、投稿一覧、テキスト、FAQ、商品一覧」など、

様々な内容のコンテンツを作成できます。 

 

この中で便利なのが FAQ (Frequently Asked Questions＝よくある質問)。解答欄を自由度高く編集でき

ますので、こだわろうと思えばいくらでもこだわれます。こういったところに力を入れると、訪問者さん

の満足度が高まりますよね。 

 

New Standard の優れたところは、コンテンツ一覧の好きな内容を好きな順番で、好きな数だけ展開でき

ること。たくさん作りたい会社もあるでしょうし、１つでいいという会社もあるでしょう。シンプルなデ

ザインは、業種業態を問わずマッチするはずです。 
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3-5-4.テーマ E と New Standard を比較 

テーマ E も使いこなせば本当に良い感じのサイトができ、素晴らしいテーマだと思います。でなければ、

弊社でも使ってはいません。ただ、やはり人を選んでしまうところがあります。たとえば、初心者さんが

自力でコーポレートサイトを作る場合、最適な選択とは言いがたいでしょう。 

 

もしかすると会社の偉い人から「無料のテーマがあるなら、それで作れ」などと言われるかも知れませ

ん。そんな場合は色々悩まずにテーマ E で作ればいいと思います。それで良いものが作れたら、そのま

ま続行でいいでしょう。 

 

どうしてもダメなら、上司にお願いして、New Standard の無料体験を活用して作ったサイトと比較して

もらってください。どちらのサイトを選ぶかは上司しだいですが、恐らく見栄えや管理のしやすさの違い

を実感してもらえると思います。 

 

web 制作会社の人間が言うのもアレですが、New Standard で作ると、本当にプロっぽい仕上がりが簡

単にできちゃいます。クオリティに自信があるからこそ、無料体験版を提供しているんでしょうね。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

 

3-6.【事例 6】事業向け多用途型テーマ F との違い 

テーマ F と「New Standard」の両方をお使いのお客様に、率直な感想をご寄稿いただきました。 

 

3-6-1. 学習塾の集客用 WordPress サイトを作ることに 

私は都内で学習塾を経営しています。このたびホームページを WordPress サイトで作ることになり、集

客用テーマとして人気の「New Standard」とテーマ F の両方を購入して使ってみました。 

 

わざわざ有料テーマを２つ買って試したのは、長い目で見て、更新や管理のしやすいテーマを自分自身で

吟味して選びたかったからです。最初に選択を間違うと、結局あとで導入資金や時間をロスしますから、

お金をかけてでも最適な選択をしたかったのです。 

 

では、その 2 つのテーマを比較した感想をお伝えしていきますね。まず、２つのテーマを比較検討する

前に「どんなサイトを作りたいか」を考えました。それがこれです。 

 

https://newstd.net/trial
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⚫ TOP ページに大きいイメージ写真（子どもたちが勉強している写真など）を入れる 

⚫ 塾の特徴を３つ掲載する 

⚫ 塾長（私）のメッセージを入れる 

⚫ 学習の様子やカリキュラムなどの情報をブログ一覧で掲載する 

 

ごくごく普通のコンテンツですね (笑)。これらが簡単にデザインできて、更新も簡単にできること。さ

らに、問い合わせをいただけることを目標にしました。 

 

3-6-2.テーマ F の感想 

最初にテーマ F を使いました。テーマ F は、無料版が 1 種類と有料版が 3 種類あります。どれがいいの

が迷いましたが、柔軟にカスタマイズができるビジネス用テーマを探していたので、有料版の一番高いも

のを選びました。 

 

テーマ F は「Web 集客に特化したビジネステーマ」で、問い合わせをもらうために重要な CTA（コール・

トゥ・アクション）の種類が豊富です。 

 

専用のブロックエディタが使えるし、配色やデザイン設定が簡単にできそう。レイアウトも直感的におこ

なえるということだったので「私にも使いやすそうだな」というのが第一印象でした。 

 

しかし、テーマ F を使って最初に感じたのは「わ、分からない……」です。私には難解で、設定画面の項

目と意味のわからない言葉が多すぎました。 

 

正直、どこをどう触るとどうなるのか、全然わかりませんでした。私に知識がないのが一番の原因だと思

いますが、管理画面で色々設定する以前に、各機能を理解するまでに相当な時間がかかりました。 

 

例えば、meta タグの設定画面。私が知っている meta タグは、概要やキーワードを入れるためのものだ

けです。「Feed links」や「EditURL」など、見慣れない言葉に戸惑いました。すべて「無効」になってい

るのですが、有効にしていいのか、そのままでいいのか、それすら分かりません。 

 

テーマ F のサイトには詳しいマニュアルがあるので、それを読んでイチから勉強すればいいんでしょう

が、正直そんな時間はありません。機能が多いのは良いことなんでしょうが、設定がわかりにくいのと項

目の多さで、疲れてしまいました。 
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3-6-3. 機能は、必ずしも「多いほうが良い」とは限らない 

TOP ページのコンテンツは、固定ページを作成して表示することにしました。ここまでは、私も問題な

く進みました。 

 

専用のブロックエディタもあるし「テーマ F、いいかも！」と思いながら作業を進めていき、プレビュー

を表示したところ……。え？作った固定ページが TOP ページに反映されていない？ 

 

設定画面を調べまくった結果、レイアウト設定画面で「固定ページ[フロントページ用]本文の表示」を有

効にしないと、固定ページが表示されない仕様だったんです。 

 

テーマ F は多機能だし、使いこなせば良いビジネスサイトができると思います。でも、その分だけ作成

作業がやや複雑になります。カスタマイズの幅が広がるのは良いことだと思うのですが、私のような素人

にとっては「直感的に作業できる」もののほうが良さそうです。 

 

3-6-4. 初心者には、直感的操作ができるものがおすすめ 

New Standard も有料テーマで、集客に強い事業用 WordPress テーマです。中小企業や個人事業主の事

例が 200 社以上あるので、人気のテーマなのでしょうね。 

 

「New Standard も設定が難しかったらイヤだな」と恐る恐る触ってみましたが、設定項目が少なく、シ

ンプルでした。「全体設定」や「デザイン設定」など、誰が見てもすぐに分かるようになっています。 

 

デザイン設定画面では「プリセットから選択」というのがデフォルトになっていて、候補の配色を選ぶ

と、サイト全体の配色パターンが設定できます。より細かく設定したい人は「基本色を設定」や「詳細設

定」を選ぶと、細かな設定項目が出るようになっています。 
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New Standard は「初心者や簡単に設定したい人は、まずはここから設定してください。慣れてきて、さ

らに細かく設定したい人は、詳細設定をご用意しています」という考え方が伝わってきました。 

 

TOP ページのレイアウトをしてみましたが、これもビックリするくらい直ぐにできました。例えば、TOP

ページに表示するメイン画像が簡単に設定できます。スライダー画像も、５つでも６つでも簡単に追加で

きます。 

 

 

New Standard は、基本的に穴埋め式のような形でコンテンツを入れていくことになるので、初心者でも

迷うことなく作れます。デザインにバリエーションがないのが短所だと思ったのですが、私の学習塾サイ

トはスタンダードなビジネスサイトなので、問題ないことに気づきました。 

 

とにかく、操作がシンプルで簡単。上品なデザインのサイトがサクサク作れます。デザインパターンが同

じでも、配色やコンテンツの並び方、写真などを工夫すれば独自色を出すこともできます。 

 

New Standard なら、比較的短時間でホームページが作れるんじゃないでしょうか。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

 

https://newstd.net/trial
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3-7.【事例 7】事業向け多用途型テーマ G との違い 

ビジネス向けの WordPress テーマとして評判のテーマ G。弊社 ninoya が開発した New Standard と比

較検討されることが多い WordPress テーマのひとつです。 

 

そこで、テーマ G と New Standard の両方をお使いのお客様に、違いや使い勝手について率直な感想を

ご寄稿いただきましたので、ご紹介します。 

 

3-7-1. どちらも良くできたビジネス用 WordPress テーマ 

私は、フリーランスで Web デザインやライターをしています。仕事柄、中小企業や個人事業主のビジネ

スサイトを作ることが多く、最近は WordPress でのサイト制作が中心になっています。 

 

ビジネスサイトを作る時は、オリジナルのテーマで制作する場合もあるのですが、ほとんどは既存の有料

テーマを使ってカスタマイズします。そのほうが作りやすいし、お客様も更新作業がやりやすいので。 

 

いくつか有料テーマを使っているのですが、ビジネス用のサイトを作成するときは、New Standard とテ

ーマ G をよく使っています。どちらも良いテーマで、それぞれに特徴があるので、お客様の状況や事業

内容、ご要望に応じて使い分けています。 

 

テーマ G は、WordPress 公式ディレクトリに登録されているビジネス用テーマで、多くの人に使われて

いる人気テーマです。無料版もあるんですが、ビジネス用としてちゃんと使うためには有料プラグインの

購入が必須です。 

 

一方、New Standard はビジネス用に特化された WordPress テーマで、企業の導入事例数が 200 を超え

る人気のテーマです。「集客に強い」というのが最大の特徴で、集客に必要な機能が充実しています。 

 

このテーマを作っている株式会社 ninoya さんは、システム会社ではなくて Web 集客コンサルティング

会社です。ですので「マーケティングや集客のノウハウを注ぎ込んだテーマ」ということですね。 

 

3-7-2.トップページのスライダー画像設定を比較 

まずは、ビジネスサイトで重要なトップページのファーストビューから比較してみましょう。ファースト

ビューでは複数の画像をスライドさせるやり方が多いのですが、どちらが使いやすく、優れているのでし

ょうか。 
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テーマ G は「外観＞カスタマイズ」で、デザインをリアルタイムで見ながらスライダー画像を設定でき

るようになっています。スライドの時間やスライド効果が直感的に設定できるので、とても使いやすいで

す。 

 

ただ、スライド画像の設定は 3 枚まで。お客様によっては「スライダー画像を 5 枚設定したい」とご要

望をいただくケースがありますが、その場合はテーマ G を諦めざるを得ません。 

 

また、スライド画像エリアのタイトルやテキストの文字を大きくしたり改行したりする場合は、HTML タ

グを入力しないといけません。初心者にとっては、少し難度が高いです。 

 

一方、New Standard の場合は、固定ページをトップページに表示できます。右のページ属性で「フレキ

シブルページ」を選ぶと、デザインパーツが現れ、そこで「キービジュアル表示」をオンにすると、スラ

イダー画像が設定できる仕組みになっています。 

 

 

New Standard も、直感的にスライダー画像の設定ができます。しかも「キービジュアルを追加」ボタン

を押すことで、5 枚でも 10 枚でも画像を追加できます。 

 

ビジネスサイトを運営していると「新商品が出たから、スライダー画像を追加したい」という場面がある

と思うんですね。New Standard は画像枚数の制限がなく、いくつでも追加できるので、そうしたニーズ

にも対応しやすいです。 
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さらに、スライド画像エリアに入れるタイトルやテキストはビジュアルエディタで編集できるので、色や

文字サイズを簡単に変更できます。初心者でも使いやすいと思います。 

 

3-7-3.TOP ページの作りやすさを比較 

テーマ G は、バージョンアップしてブロックエディタに対応しています。TOP ページは、真っ白な固定

ページにブロックエディタで自由にブロックを追加して作っていきます。有料プラグインを購入すると、

ブロックエディタで使える独自のブロックが追加され、さらに自由度が高くなります。 

 

ただ、真っ白な画面から作っていくので、初心者は「何から作っていけば良いのか分からない」という状

態になるかもしれません。 

 

一方、New Standard は、テンプレートで「フレキシブルページ」を選ぶと「フレキシブルブロック」と

いうレイアウトパーツが用意されています。テーマ G のように、ブロックエディタで自由にデザインし

ていくものではなく、レイアウトパーツに画像やテキストを入力していく形になります。 

 

コンテンツ一覧や商品一覧、FAQ（よくある質問）など、ビジネスサイトに必要なコンテンツがあらかじ

め用意されていて、それぞれ必要な箇所を穴埋め式で入力していくだけで、センスの良いビジネスサイト

が出来上がるようになっています。 
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しかも、これらのパーツはいくらでも追加して増やすことができます。さらに、各ブロックはドラッグし

て順番を変えることも可能。基本のデザインは決まっているのですが、コンテンツ内容を変えたり順番を

変えたりすることで、デザインの独自性を出すことができます。 

 

3-7-4. デザインの多彩さで比較 

テーマ G は独自のブロックエディタが用意されています。吹き出しやボックスデザイン、アコーディオ

ン、全幅背景の設定など、初心者でも多彩なデザインができるように設計されています。高機能のブロッ

クエディタが必要でしたら、テーマ G がおすすめです。 

 

一方 New Standard は、ブロックエディタは使えるのですが、独自のブロックが提供されていません。

WordPress の基本的なブロックのみを使う形になります。テーマ G のような多彩なデザインは、できま

せん。 

 

ただし、ビジネスサイトであれば「派手なデザイン」は必要ないとお考えの方も少なくないでしょう。あ

まり多彩なデザインにしてしまうと、企業イメージと合わなくなることもあります。「シンプルで上品な

デザインがいい」と言う方には New Standard が適しています。 

 

3-7-5. 価格で比較 

テーマ G は、無料で使うことができます。一部の機能やヘッダーまわりのデザインが制限されますが、

まずは無料で試して、機能を強化したい人は有料の拡張プラグインを購入すればいいでしょう。 

 

ご留意いただきたいのが、このプラグインがサブスクリプション契約だということ。1 年間で 9,900 円、

3 年で 26,400 円、5 年で 39,600 円が必要になります。アップデートしなくてもそのまま使い続けられる

ようですが、セキュリティを考えるとアップデートしていくほうが安心でしょう。 

 

一方 New Standard は、テーマ単体が 29,700 円（税込）の買い切り型です。WordPress の導入が難しい

と感じている方には「ドメインやサーバの取得、WordPress と New Standard のインストール、テクニ

カルサポート初月無料」がセットになった商品もあります (38,500 円)。 

 

ちなみに、New Standard は有料テーマでは珍しい「14 日間の無料お試し体験」ができます。買ってか

ら「失敗した」なんてことがないので、とても親切だと思います。 

 

》New Standard の無料お試し体験に申し込む 

https://newstd.net/trial
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4. WordPress テーマ選びのポイント 

この章では、WordPress テーマ選びに失敗しないためのポイントを解説します。 

 

いくら格好よくておしゃれなテーマでも、自社の利用目的やコンテンツ内容とマッチしなければ、まった

く使い物にならないテーマになってしまいます。そんな失敗をしないための重要なポイントが、以下の３

つです。 

 

⚫ 自社にあったテーマを選ぶ 

⚫ セキュリティがしっかりしているテーマを選ぶ 

⚫ テクニカルサポートの有無を確認しておく 

 

では、それぞれのポイントについて詳しく解説していきましょう。 

 

4-1.自社にあったテーマを選ぶ 

「人気だから」「デザインが良いから」「機能が豊富だから」という理由だけで WordPress テーマを選ば

ないことが大切です。いくら人気で評判の良いテーマを選んだとしても、自社の事業内容や商品、PR し

たいコンテンツとマッチしなければ、ちぐはぐな印象の Web サイトになってしまいます。 

 

WordPress テーマのデモサイトを見ると、見栄えのするキレイな画像を使っているものが多く、一見す

ると「うちのホームページも、こんなカッコいいデザインができるかも」と思い込んでしまいがちです。 

 

しかし、自社で用意できる画像データを当てはめてみると、どうもしっくりこない。逆に貧相な印象にな

ってしまう。最終的に「このテーマは自社に合わない」と、せっかく購入したのにお金を無駄にしてしま

うこともあります。 

 

そうならないためにも、まずは自社の Web サイトでどんなコンテンツを発信したいのか、どんなデザイ

ンにしたいのか、どんな機能が必要なのかを書き出して整理しましょう。その設計条件にマッチするテー

マを選ぶと、失敗する可能性が下がり、サイト制作もスムーズに進められます。 
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4-2.セキュリティがしっかりしているテーマを選ぶ 

WordPress は世界中で一番使われている CMS です。ユーザー数が非常に多く、悪質な攻撃のターゲッ

トにされやすいという面があります。いくつか、攻撃されやすい条件をあげてみましょう。 

 

⚫ サーバのセキュリティが脆弱である 

⚫ データベースや PHP のバージョンが古いままである 

⚫ WordPress 自身の更新をせずに、古いバージョンのまま使っている 

⚫ プラグインの更新をせずに、古いバージョンのまま使っている 

⚫ WordPress テーマの更新頻度が低く、WordPress の最新バージョンに対応できない 

 

ご利用中の WordPress の更新はユーザー自身で行えますが、テーマやプラグインそのものは開発者が更

新します。いくらユーザーが気をつけようが、脆弱性を放置したテーマやプラグインを使いつづける限

り、セキュリティ面での不安を抱えたままサイトを運営しなければなりません。 

 

そのため、テーマ選びの重要な基準として「定期的にバージョンアップされているテーマであること」が

重要になります。無料テーマは更新頻度が低く、メンテナンスがされていないものがあります。有料テー

マでも、バージョンアップされずに放ったらかしのままになっているものもあるので、注意が必要です。 

 

以下のふたつは、しっかり確認しておきたいところです。 

 

⚫ 開発会社（開発者）は信頼できるか？ 

⚫ 常にセキュリティの穴をふさぐ改良をおこなっているか？ 

 

テーマの提供サイトを見て、バージョンの更新情報が掲載されているか、定期的にバージョンアップされ

ているか、WordPress の最新バージョンに対応しているか、チェックしましょう。 

 

4-3.有料テーマはテクニカルサポートの有無を確認 

有料テーマは、テクニカルサポートの有無を必ず確認しましょう。「有料だからサポートがあるのは当た

り前なのでは？」と思われるかもしれませんが、中には十分なサポートがなく、売り切り型のテーマもあ

るのです。 
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いくら操作性に優れたテーマでも、初心者にとっては難しく感じることが多いもの。誰でも最初は、つま

ずくことがあります。使い方が分からなかったり、やりたいことができなかったりすると、利用するのが

億劫になり、サイト制作の途中でリタイヤする方も出てきます。 

 

だからこそ、困ったときに気軽に聞けるテクニカルサポートが、とても重要になるのです。サポートの方

法は、主に「フォーラム型」と「メール型」の２つに大別できます。それぞれの特徴をご紹介しましょう。 

 

■フォーラム型 

フォーラムに投稿された質問と回答を読んだり、自分で質問を投稿したりできる。フォーラムが活発に運

営されているテーマは、それだけ運用実績とノウハウが蓄積されている証拠。 

 

■メール型 

開発者にメールで問い合わせて回答をもらうことができる。フォーラムに書かれていない困りごとや、カ

スタマイズの相談があったときに利用できる。 

 

両方のサポートが準備されているテーマは、親切なテーマだと言っていいでしょう。 

 

おわりに 

ここまで、WordPress テーマの比較や、自分に合ったテーマの選び方などを解説してきましたが、いか

がでしたでしょうか。本書があなたの WordPress テーマ選びの手助けになれば、嬉しく思います。 

 

ここまで読まれた方はお分かりになったと思いますが、WordPress テーマ選びは、実はそんなに難しく

ありません。失敗しないための基準は、本書でお伝えしたとおりなので、それらのポイントを抑えていた

だければ大丈夫です。 

 

一番大切なのは、自社の利用目的と予算にマッチするテーマを選ぶことです。そこをしっかり押さえて、

Web サイトづくりをおこないましょう。あなたの会社の Web サイト運営が成功することを祈っていま

す。 

 

最後に、私たち ninoya が提供する WordPress テーマ「New Standard（ニュースタンダード）」をご紹

介します。 
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株式会社 ninoya は、ネット集客を専門とするマーケティング会社として、多くの Web サイト運営や集

客のノウハウを蓄積しています。そのノウハウを WordPress テーマに反映させたのが「New Standard」

です。 

 

New Standard には以下のような特徴があります。 

 

⚫ 集客を強化できる事業用テーマである 

⚫ 汎用性の高い事業用テーマとして、どんな業種にも、マッチした Web サイトが作れる 

⚫ カスタマイズが容易で、初心者でも Web 制作ができる 

 

New Standard は多くのお客様にご愛顧いただき、国内の導入実績は 200 社以上で、国内トップクラス

です。常にテーマの改良を行い、バージョンアップのたびに使い勝手が向上しているとご評価をいただい

ています。 

 

4 章で触れたように、WordPress テーマ選びで大切なのがテクニカルサポートですが、New Standard は

購入後の任意のタイミングで「1 ヶ月間」テクニカルサポートに相談できます。サイト制作で一番困るの

は作り始めの 1 ヶ月間ですので、その期間のサポートは初心者の方にご好評です。 

 

New Standard は、有料テーマには珍しい「お試し体験」があります。多くの有料テーマは、購入するま

で使い勝手を試すことができないのですが、New Standard は「無料で 14 日間」体験できます。 

 

ぜひ無料お試し体験をご利用いただき、テーマ選びの参考にしてください。購入前に操作性を確認できま

すので、サイト制作からその後の更新までイメージできて安心です。 

 

》New Standard を無料で試してみたい方はこちら 

 

お客様事例は、以下をクリックしてご確認ください。 

 

》New Standard のお客様事例はこちら 

https://newstd.net/trial
https://newstd.net/beginning/gallery

